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緒  言 

 近年わが国では，一般家庭の「24 時間風呂」をはじめ，
温泉旅館，ホテル，民宿，高齢者施設はもとより公衆浴場

でも浴槽水の循環設備が導入されている 1)． 
 東京都は，レジオネラ症防止対策を目的として「公衆浴

場の設置場所の配置及び衛生措置等に関する条例の一部改

正する条例」及び「旅館業法施行条例及び旅館業法施行細

則の一部改正する条例」を平成 15 年 4 月 1 日から施行し
た．すなわち，公衆浴場や旅館等の循環式浴槽設備のレジ

オネラ属菌対策は，浴槽水の塩素処理を中心とした監視・

指導が保健所等によって実施されてきた． 
 その結果，公共性の高い施設等では浴槽水中のレジオネ

ラ属菌検出率が低下の傾向にあるが，浴槽水の塩素消毒だ

けで，レジオネラ属菌を皆無にすることは困難であると思

われる． 
 そこで，今回は，浴槽水中のレジオネラ「ゼロ」を目指

すための設備管理ポイントを見いだす目的で，前報 2)で調

査対象とした高齢者施設のうち，浴槽水からレジオネラ属

菌が検出された循環式浴槽設備をもつ施設の配管系統にお

けるレジオネラ属菌の消長を調査した． 
 

材料と方法 

１．調査対象 

 東京都多摩地域に所在する高齢者福祉施設を対象とした

事前調査でレジオネラ属菌が検出された特別養護老人ホー

ム 2施設と介護老人保健施設 2施設の計 4施設を調査対象
施設とした． 

２．調査手順 

1) 事前調査 

 事前調査とは，施設の維持管理が通常の状態のときに，

浴槽水を対象に行った調査である． 
2) 本調査 

 本調査とは，事前調査後又は改善措置後に，浴槽水・集

毛器・ろ過器等の配管系統を対象に行った調査である． 
3) 改善措置 

  改善措置とは，レジオネラ属菌が検出された施設に対し
て行った配管系統の洗浄・消毒，浴槽水の全換水，塩素剤

注入等のレジオネラ属菌対策である． 
4) 確認調査 

 確認調査とは，改善措置の効果を確認するために行った

調査である． 
 
３．供試試料 

 調査対象施設の各調査段階毎に採取した浴槽水及び配管

系統（集毛器，ろ過器等）の拭取り材料を供試した.なお，
検査試料の採取場所及び名称を図 1 に示した．拭取りは，
市販の拭取りキット（KM 式ふきとりエース，栄研器材）
を用いて，100 cm2を目標にして拭取り，添付の滅菌生理

食塩水 20 mL で振り出してその振り出し液を検査試料と
した．検出された菌数は CFU/100 cm2と表記した． 
 試料の採取は平成 15年 10月から 12月に行った． 
 
４．調査項目 

 調査項目は，レジオネラ属菌，一般細菌及び大腸菌群と

した． 
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５．細菌検査法 

1) レジオネラ属菌 

 浴槽水，集毛器槽水，ろ過器槽水等の水試料は 1 Lずつ
採水し既報 3)に記載したろ過濃縮法で 5 mL（200倍）に濃
縮した（以下，濃縮液と記載）．この濃縮液に 0.2 mol/Lの
HCl-KCl溶液（pH2.2）5 mLを添加して 5分間酸処理を
した．この処理液 0.25 mLずつをレジオネラ用選択培地の
WYOα寒天培地（栄研化学）と GVPCα寒天培地（日研
生物医学研究所）の各 2枚に塗抹し，培養及び同定方法は
前報 2)と同様に行った（検出限界：1 CFU/100 mL）．拭取
り材料は振り出し液 17 mLを検液とし，ろ過濃縮法により
水試料の検査と同様に行った（検出限界：12 CFU/100 cm2）． 
 検出されたレジオネラ属菌は，ラテックス凝集反応

（OXOID）及び免疫血清（デンカ生研）を用いて血清型別
を行った． 
2)一般細菌 

 浴槽水，集毛器槽水, ろ過器槽水及び活性石槽水等の水
試料については 1 mLを，拭取り材料は振り出し液 1 mL 
を上水試験方法 4)に従い標準寒天培地（栄研化学）で混釈

培養した． 

3)大腸菌群 

 浴槽水，集毛器槽水，ろ過器槽水及び活性石槽水等の水

試料については 1 mLを，拭取り材料は振り出し液 1 mL
をデスオキシコーレイト培地（栄研化学）で混釈培養した． 
 

結果と考察 

 調査対象とした 4施設は，事前調査で浴槽水からレジオ
ネラ属菌が検出された施設である．「事前調査→本調査→改

善措置→確認調査」の手順で調査した特別養護老人ホーム

の 2施設（施設 1及び施設 2）と，「事前調査→改善措置→
本調査→改善措置→確認調査」の手順で調査した介護老人

保健施設の 2施設（施設 3及び施設 4）についてまとめた． 
 
1．施設 1 

 調査の概要は表 1に示した．すなわち，事前調査（平成
15年 10月 7日実施：以下，10/7等と略記）では，遊離残 
留塩素濃度（以下，塩素濃度と略記）0 mg/Lの浴槽水から
レジオネラ属菌が 1.0×102 CFU/100 mL検出された． 
 その後，日常的管理（全換水及び集毛器の洗浄:2 回/週，
塩素剤:次亜塩素酸ナトリウム，ろ過器の洗浄:逆洗浄/毎日）
を施し，配管系統の本調査（10/28）を行った．本調査の結
果，浴槽水（塩素濃度：0.6 mg/L）及び循環水復口拭取り
試料からは不検出であったが，水位計管系統及び集毛器系

統の拭取り試料からは 2.4×102～1.1×103 CFU/100 cm2 
レベルで，ろ過器槽水からは 1.5×102 CFU/100 mL検出
された．浴槽水は清澄だが，配管系統でレジオネラ属菌が

生息していることが判明した． 
 改善措置（11/9）として，循環ろ過配管の高濃度塩素処
理（塩素濃度：5～10 mg/L）による洗浄を実施した．確認
調査時（11/20）では，浴槽水（塩素濃度：0.2 mg/L）及び
その他の配管系統のすべてでレジオネラ属菌は不検出とな

った．この結果から，レジオネラ属菌対策としては今回の 
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                           表 1． 施 設 1の 一 般 細 菌 と レ ジ オ ネ ラ 属 菌 調 査 結 果   
                調 査 日  

  事 前 調 査    本 調 査    改 善 措 置  確 認 調 査

 
 
     検 体 採 取 場 所  

 
 
   調 査 項 目  

   ( 1 0 / 7 )    ( 1 0 / 2 8 )     ( 1 1 / 9 )   ( 1 1 / 2 0 )  

 浴 槽 水  一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

   6 . 6  ×  1 0 3 
 1 . 0  ×  1 0 2 

  1 . 2  ×  1 0
  不 検 出 

 3 .6  ×  10 3

 不 検 出 

 水 位 計 計 管 溜 ま り 水  
 
              配 管 口 拭 取 り  

一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌
一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

     N D ＊  
     N D  
     N D  
     N D  

  4 . 1  ×  10 4

  4 . 5  ×  10 2

  1 . 7  ×  10 4

  2 . 4  ×  10 2

   4  
 不 検 出 
 不 検 出 
 不 検 出 

 集 毛 器 配 管 往 口 拭 取 り  
 
       内 か ご 拭 取 り  
 
       外 か ご 拭 取 り  

一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌
一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌
一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

     N D  
     N D  
     N D  
     N D  
     N D  
     N D  

  不 検 出 
  8 . 2  ×  1 0
  1 . 0  ×  10 2

  2 . 7  ×  10 2

  6 . 8  ×  10 2

  1 . 1  ×  10 3

 1 .4  ×  10 2

 不 検 出 
 6 .0  ×  10 2

 不 検 出 
 1 .1  ×  10 2

 不 検 出 

 ろ 過 器 槽 水  一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

     N D  
     N D  

  5 . 0  ×  1 0
  1 . 5  ×  10 2

 3 .0  ×  10 2

 不 検 出 

 循 環 水 復 口 拭 取 り  一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

     N D  
     N D  

  1 . 1  ×  10 3

  不 検 出 

 
 循 環 ろ 過 配 管  
 
 の 高 濃 度 塩 素 処  
 
 理 に よ る 洗 浄  
 
  ( 5  ～ 1 0  m g / L )  

   N D  
   N D  

 

 
 検 出 菌 数 の 単 位 は 水 試 料 の 場 合 C F U / 1 0 0  m L ,  拭 取 り 試 料 の 場 合 C F U / 1 0 0  c m 2

で あ る  
 ＊ N D： No t  d o n e  
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改善措置とされた配管系統に高濃度の塩素水を循環させる

洗浄方法が有効であることがわかった．検出されたレジオ

ネラ属菌のほとんどは Legionella pneumophila SG5であっ
たが，ろ過器槽水からは SG1も検出された． 
  一般細菌の検査成績をみると，事前調査時の浴槽水から
6.6×103 CFU/mL検出されたが，本調査では浴槽水で 1.2
×10 CFU/mL と減少した．配管系統の集毛器配管往口は
不検出であったが，水位計管系統及び集毛器系統の拭取り

試料からは 1.0×102～4.1×104 CFU/100 cm2，ろ過器槽水

から 5.0×10 CFU/ mL, 循環水復口から 1.1×103 CFU/ 
100 cm2検出された．改善措置後の確認調査では，浴槽水

3.6×103 CFU/ mL，その他の配管系統では水位計管配管口
の不検出を除いて 4～6.0×102 CFU/100 cm2，ろ過槽水か

らは 3.0×102 CFU/ mL検出された．大腸菌群はすべての
試料で不検出であった． 
 この事例でも，既報 3)同様，レジオネラ属菌の菌数と一

般細菌の菌数の間に有意な相関関係は認められなかった． 
 
２．施設２ 

 調査の概要は表 2に示した．すなわち，事前調査（10/8）
では，浴槽水（塩素濃度：0.1 mg/L）からレジオネラ属菌
が 1.9×102 CFU/100 mL検出された．その後，日常的な
管理（全換水:毎日，塩素剤:次亜塩素酸ナトリウム，集毛
器の洗浄：1 回/週）を施し，本調査（10/30）を行った．
本調査の結果，浴槽水（塩素濃度：2 mg/L）からはレジオ
ネラ属菌が 5 CFU/100 mLとわずかに検出されたが，循環
水往口，集毛器系統及びろ過器系統から 10～104 CFU/100 
cm2 レベルで検出された．最高検出菌数は，集毛器の内壁

で 1.4×104 CFU/100 cm2となった． 

 なお，配管系統の本調査終了後，機械を停止し 4 日後
（11/3）にろ過器槽の滞留水を検査したところ 1.8×10  
CFU/100 mL検出され，本調査と同レベルでレジオネラ属
菌が残存していることが確認された．検出されたレジオネ

ラ属菌はすべて L. pneumophila SG1であった． 
 その後，改善措置（11/29）として循環ろ過配管の洗浄と
して 200～300 mg/Lの超高濃度塩素処理を行った．確認調
査(12/4）では，浴槽水及びその他の配管系統ですべてレジ
オネラ属菌は不検出となった． 
  事前調査における一般細菌は，浴槽水から 6 CFU/mL検
出された．本調査では浴槽水で不検出であったが､循環水往

口蓋及び集毛器の拭取り試料から 2.0×10～1.6×104 
CFU/100 cm2，ろ過器槽水からは 43 CFU/ mL検出された．
循環水復口の拭取りは不検出であった．確認調査では，超

高濃度塩素処理の影響ですべて不検出となった．大腸菌群

はすべての試料で不検出であった． 
 なお，この施設における塩素濃度は DPD 法（ジエチル
-p-フェニレンジアミン）で測定している．超高濃度塩素処
理となった原因は，初期の塩素投入量が多量だったため

DPD 試薬が脱色されたにもかかわらず塩素濃度が低いと

解釈し塩素剤を追加投入したことによると考えられた． 
 
３．施設３ 

 調査の概要は表 3 に示した．この施設の日常的管理は，
全換水及び集毛器の洗浄を 1回/月，塩素剤は次亜塩素酸ナ
トリウム使用，ろ過器の洗浄は 1回/3ヵ月であった． 
 事前調査（10/7）では，浴槽水（塩素濃度：0.2 mg/L）
からレジオネラ属菌が 2.3×10 CFU/100 mL検出された．
翌日（10/8）から，1回目の改善措置として換水間隔を 1  

表 2． 施 設 2の 一 般 細 菌 と レ ジ オ ネ ラ 属 菌 調 査 結 果 
                調 査 日  

 事 前 調 査    本 調 査      改 善 措 置  確 認 調 査

 
 
    検 体 採 取 場 所  

 
 
  調 査 項 目  

   ( 1 0 / 8 )    ( 1 0 / 3 0 )       ( 1 1 / 2 9 )   ( 1 2 / 4 )  

 浴 槽 水  一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

    6  
  1 . 9  ×  1 0 2 

  不 検 出 
     5  

 不 検 出  
 不 検 出  

 循 環 水 往 口 拭 取 り  
 
 循 環 水 往 口 蓋 拭 取 り  

一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌
一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

    N D ＊  
    N D  
    N D  
    N D  

  不 検 出 
  5 . 8  ×  10 2

  1 . 1  ×  10 3

  1 . 1  ×  10 2

 不 検 出  
 不 検 出  
 不 検 出  
 不 検 出  

 集 毛 器 配 管 往 口 拭 取 り  
 
      内 か ご 拭 取 り  
 
       内 壁 拭 取 り  
 
       内 部 異 物 拭 取 り  
 
    配 管 復 口 拭 取 り  

一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌
一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌
一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌
一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌
一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

    N D  
    N D  
    N D  
    N D  
    N D  
    N D  
    N D  
    N D  
    N D  
    N D  

  1 . 6  ×  10 4

  1 . 4  ×  10 3

  2 . 0  ×  1 0
  1 . 2  ×  1 0
  1 . 6  ×  10 4

  1 . 4  ×  10 4

  1 . 9  ×  10 3

  9 . 4  ×  1 0
  5 . 0  ×  10 2

  4 . 7  ×  1 0

 不 検 出  
 不 検 出  
   N D  
   N D  
 不 検 出  
 不 検 出  
   N D  
   N D  
 不 検 出  
 不 検 出  

 ろ 過 器 槽 水  一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

    N D  
    N D  

    4 3  
  9 . 2  ×  1 0

 不 検 出  
 不 検 出  

 循 環 水 復 口 拭 取 り  
 
 循 環 水 復 口 目 皿 拭 取 り  

一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌
一 般 細 菌  
レ ジ オ ネ ラ 属 菌

    N D  
    N D  
    N D  
    N D  

  不 検 出 
  不 検 出 
  不 検 出 
  不 検 出 

 
  循 環 ろ 過 配 管  
 
 の 高 濃 度 塩 素 処  
 
 理 に よ る 洗 浄  
 
 (20 0 ～ 3 00 mg/ L )  

   N D  
   N D  
   N D  
   N D  

 
 検 出 菌 数 の 単 位 は 水 試 料 の 場 合 C F U / 1 0 0  m L ,  拭 取 り 試 料 の 場 合 C F U / 1 0 0  c m 2

で あ る  
 ＊ N D： No t  d o n e  
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回/月から 1回/週へ短縮した．その結果，本調査（10/28）
では、浴槽水（塩素濃度：0.2 mg/L），循環水往口及び集
毛器系統の拭取り試料からのレジオネラ属菌は不検出とな

った．しかし，ろ過器（活性石の使用）の拭取り試料から

3.8×104 CFU/100 cm2 とレジオネラ属菌が多く検出され

た．改善措置（11/25）として配管の高濃度塩素処理洗浄（塩
素濃度：35～50 mg/L）を実施した後の確認調査（12/2）
では，浴槽水（塩素濃度：1.0 mg/L）及びその他の配管系
統でレジオネラ属菌は不検出となった．しかし，ろ過器内

部の活性石槽水（塩素濃度：0.8 mg/L）では，わずかなが
ら（1 CFU/100 mL）検出され，浴槽水中の菌数は少なく
ても，ろ過器には菌が残存していることが確認された． 
 検出されたレジオネラ属菌はすべて L. pneumophila SG5
であった． 
  事前調査における一般細菌は，浴槽水から 1.0×102 
CFU/mL検出された．改善措置後の本調査では浴槽水は 7  
CFU/mLで，集毛器，循環水復口は不検出であったが，循
環水往口及びろ過器の拭き取りからは 10～108 CFU/100 
cm2 検出された．大腸菌群はすべての試料で不検出であっ

た． 
 
４．施設４ 

  調査の概要は表 4 に示した．この施設の日常的管理は，
全換水及び集毛器の洗浄を 1回/週，塩素剤は次亜塩素酸ナ
トリウム使用，ろ過器の洗浄は 6回/週であった． 
 事前調査（10/8）では，浴槽水（塩素濃度：痕跡）から
レジオネラ属菌が 4.3×102 CFU/100 mL検出された．17
日後（10/25）に浴槽水へのジクロロイソシアヌル酸ナトリ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウム投入措置を行った．しかし，本調査（10/27）における
配管系統では、循環水復口系統で不検出となったがこれ以

外の拭取り試料からはレジオネラ属菌が 10～ 105 
CFU/100 cm2レベルで検出され，集毛器底面からは 1.7×
105 CFU/100 cm2とレジオネラ属菌が多く検出された．ま

た，ろ過器槽水では 3.1×103 CFU/100 mL，ろ過器槽水の
次に位置するオゾン槽水では 2.8×10 CFU/100 mL検出さ
れた．オゾンによる水中微生物の殺菌効果は一般的には塩

素の数倍であると報告されている 5) ．しかし，既報 6) に
も記載したとおりオゾンガスの連続注入等，処理方法に工

夫しないと浴槽水のオゾンによる殺菌効果は大きく変動す

ると思われる．その後，改善措置（10/30）として配管・ろ
材等の二酸化塩素剤による高濃度洗浄（二酸化塩素濃度：

20 mg/L），さらに 8日後（11/7）には次亜塩素酸ナトリウ
ムの注入量を 6回/日（15分/回）から 8回/日（30分/回）
に増加させる措置を行った．その結果，確認調査（11/13）
では浴槽水（塩素濃度：2.0 mg/L）及びその他の配管系統
でレジオネラ属菌はすべて不検出となった． 
  検出されたレジオネラ属菌はすべて L. pneumophila SG1
であった． 
  事前調査における一般細菌は，浴槽水から 1.0×104 
CFU/mL検出された．改善措置後の本調査では，循環水復
口拭取りは不検出であったが循環水往口及び集毛器の拭取

りから 6.6×102～1.1×105 CFU/100 cm2検出された．ろ

過器槽水，オゾン槽水からは 9～6.0×10 CFU/mL検出さ
れた．その後の塩素剤による改善措置により，確認調査で

は循環水復口拭取り 4.0×10 CFU/100 cm2をのぞいて不

検出となった．大腸菌群はすべての試料で不検出であった． 
 

表 ． 施 設 の 一 般 細 菌 と レ ジ オ ネ ラ 属 菌 調 査 結 果3 3

調 査 日

検 体 採 取 場 所 調 査 項 目 事 前 調 査 改 善 措 置 本 調 査 改 善 措 置 確 認 調 査

( ) ( ) ( ) ( ) ( )10/7 10/8 10/28 11/25 12/2

浴 槽 水 一 般 細 菌 不 検 出1.0 × 10 72

レ ジ オ ネ ラ 属 菌 全 換 水 不 検 出 循 環 ろ 過 配 不 検 出2.3 × 10

ND 6.0 × 10 ND循 環 水 往 口 拭 取 り 一 般 細 菌 間 隔 管 の 高 濃 度＊

ND NDレ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出
回 月 塩 素 処 理 に1 /

ND ND集 毛 器 内 壁 拭 取 り 一 般 細 菌 不 検 出
ND NDレ ジ オ ネ ラ 属 菌 ↓ 不 検 出 よ る 洗 浄

ND 1 / 5.0 × 10 35 50 mg/L NDろ 過 器 蓋 拭 取 り 一 般 細 菌 回 週 ( ～ )8

ND NDレ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出

3ろ 材 表 面 拭 取 り 一 般 細 菌 ND 1.4 × 10 1.4 × 10
レ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出ND 2.4 × 10

2 3フ ィ ル タ ー 槽 水 一 般 細 菌 ND 7.8 × 10 1.7 × 10
レ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出ND 9.0 × 10

ND 4.4 × 10 ND活 性 石 袋 拭 取 り 一 般 細 菌 4

ND 3.8 × 10 NDレ ジ オ ネ ラ 属 菌 4

ND 3 3活 性 石 槽 水 一 般 細 菌
ND 8.1 × 10 1レ ジ オ ネ ラ 属 菌 3

ND ND循 環 水 復 口 拭 取 り 一 般 細 菌 不 検 出
ND NDレ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出

検 出 菌 数 の 単 位 は 水 試 料 の 場 合 拭 取 り 試 料 の 場 合 で あ るCFU/100 mL, CFU/100 cm2

＊ ： 検 査 せ ずND Not done 
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結   論 

循環式浴槽設備のレジオネラ属菌対策として，配管系統

の管理が重要であることを確認・実証する目的で，多摩地

域に所在する施設（4 施設）を調査定点としてレジオネラ
属菌調査を行い，以下の結論を得た． 
1）レジオネラ属菌が多く検出された配管系統は，集毛器
及びろ過器であった． 
2）配管系統の洗浄・消毒を施した施設では，配管系統及
び浴槽水中のレジオネラ属菌は不検出となった． 
3）配管系統でのレジオネラ属菌生息状況が確認されたこ
とにより，浴槽水の定期的な検査もさることながら，配管

系統の定期的な衛生管理の必要性が再確認された．すなわ

ち，浴槽の管理（洗浄・換水及び塩素剤投与）だけでは不

十分であり，集毛器及びろ過器を含む配管系統の洗浄・消

毒を定期的に行うことが有効であることが判明した． 
4）活性石等を使用した「生物浄化」の併用施設では，レ
ジオネラ属菌を完全除去できない可能性が示唆された. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （本研究の概要は第 16 回地研関東甲信静細菌研究部会
平成 16年 2月で発表した.） 
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表 ． 施 設 の 一 般 細 菌 と レ ジ オ ネ ラ 属 菌 調 査 結 果4 4

調 査 日

検 体 採 取 場 所 調 査 項 目 事 前 調 査 改 善 措 置 本 調 査 改 善 措 置 改 善 措 置 確 認 調 査

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )10/8 10/25 10/27 10/30 11/7 11/13

浴 槽 水 一 般 細 菌 不 検 出1.0 × 10 ND4

レ ジ オ ネ ラ 属 菌 塩 素 剤 を 配 管 ろ 材 塩 素 注 入 不 検 出4.3 × 10 ND ,2

ND 3.6 × 10 ND循 環 水 往 口 拭 取 り 一 般 細 菌 ＊ 3

ND 1 / 1.2 × 10 6 / NDレ ジ オ ネ ラ 属 菌 回 週 等 の 高 濃 量 回 日

集 毛 器 配 管 往 口 拭 取 り 一 般 細 菌 浴 槽 へ 投 度 塩 素 処 ( 分 回 ) 不 検 出ND 5.6 × 10 15 /4

レ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出ND 7.1 × 104

入 ， 翌 日 理 に よ る ↓
内 壁 拭 取 り 一 般 細 菌 不 検 出ND 6.6 × 102

レ ジ オ ネ ラ 属 菌 排 水 洗 浄 回 日 不 検 出ND 4.2 × 10 8 /3

ND 1.1 × 10 20mg/L 30 / ND底 面 拭 取 り 一 般 細 菌 ( ) ( 分 回 )5

ND 1.7 × 10 NDレ ジ オ ネ ラ 属 菌 5

配 管 復 口 拭 取 り 一 般 細 菌 不 検 出ND 1.1 × 105

レ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出ND 1.2 × 105

集 毛 器 槽 水 一 般 細 菌 不 検 出ND 19
レ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出ND 3.2 × 103

ろ 過 器 槽 水 一 般 細 菌 不 検 出ND 6.0 × 10
レ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出ND 3.1 × 103

オ ゾ ン 槽 水 一 般 細 菌 不 検 出ND 9
レ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出ND 2.8 × 10

ND 4.0 × 10循 環 水 復 口 拭 取 り 一 般 細 菌 不 検 出
レ ジ オ ネ ラ 属 菌 不 検 出 不 検 出ND

検 出 菌 数 の 単 位 は 水 試 料 の 場 合 拭 取 り 試 料 の 場 合 で あ るCFU/100 mL, CFU/100 cm2

使 用 し た 塩 素 剤 ： の 改 善 措 置 で は ジ ク ロ ロ イ ソ シ ア ヌ ル 酸 ナ ト リ ム の 改 善 措 置 で は 二 酸10/25 , 10/30
化 塩 素 の 改 善 措 置 で は 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム, 11/7

： 検 査 せ ずND＊ ND：Not done 


